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昭
和
初
期
に
お
け
る
岡
垣
の
主
要
炭

鉱
は
、
海
老
津
炭
鉱
で
あ
っ
た
。

　
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
に
始
ま
っ
た

日
中
戦
争
に
よ
り
石
炭
の
需
要
が
急
増

し
、
石
炭
の
供
給
不
足
を
補
う
た
め
増

産
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
岡
垣
に
お
い
て
も
、
後
に

海
老
津
炭
鉱
と
と
も
に
岡
垣
の

主
要
炭
鉱
と
な
る
高
陽
炭
鉱
が

開
鉱
し
、
そ
の
他
、
小
規
模
な
炭

鉱
も
次
々
と
開
鉱
し
た
。

　

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
に
第

二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
時
に

は
、
石
炭
の
生
産
量
が
大
き
く
低

下
し
た
。
戦
後
復
興
に
は
石
炭
の

増
産
が
重
要
な
政
策
と
さ
れ
、
国

の
完
全
な
統
制
の
下
で
石
炭
の
増

産
が
図
ら
れ
、
戦
後
の
経
済
復
興

を
牽
引
し
た
。

　

戦
後
、
岡
垣
で
は
、
宝
炭
鉱
、

遠
賀
炭
鉱
、
新
海
老
津
炭
鉱
の
３

炭
鉱
が
新
た
に
開
鉱
し
た
。

　
そ
の
後
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
が
進
み
、
１

９
６
１（
昭
和
36
）年
に
、
新
海
老
津
炭

鉱
と
宝
炭
鉱
が
閉
山
し
、
岡
垣
か
ら
炭

鉱
が
全
て
そ
の
姿
を
消
し
た
。

【
岡
垣
の
二
大
炭
鉱
】

●
海
老
津
炭
鉱（
戸
切
字
百
合
野
）

　

明
治
末
期
か
ら
鉱
業
権
者
の
変
更
を

続
け
て
き
た
炭
鉱
で
、
岡
垣
の
炭
鉱
の

中
で
は
一
番
長
く
操
業
を
続
け
た
。
最

盛
期
は
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
で
、
従

業
員
１
３
２
８
人
で
14
万
１
７
０
０
ト

ン
の
出
炭
量
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の

後
は
、
不
況
に
よ
り
出
炭
量
は
半
分
に

ま
で
減
少
し
た
。

　
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
に
日
中
戦
争

が
勃
発
し
、
石
炭
の
増
産
が
求
め
ら
れ

た
た
め
か
、
同
年
に
国
の
重
要
炭
鉱
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
の
太
平
洋
戦

争
開
戦
に
よ
り
、
出
炭
量
は
増
加
し
、

終
戦
前
年
の
従
業
員
は
１
０
８
６
人

で
、
月
平
均
一
人
当
り
の
出
炭
高
は
約

５
ト
ン
で
あ
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
は
、
経

済
復
興
の
た
め
石
炭
の
増
産
を
求
め
ら

れ
た
が
、
戦
前
ほ
ど
の
出
炭
量
は
記
録

し
て
い
な
い
。

　
１
９
５
５（
昭
和
30
）年
に
伝
染
病
の

集
団
赤
痢
が
発
生
し
、
多
く
の
患
者
を

出
し
た
。

　

閉
山
時
の
鉱
員
は
358
人
で
、
１
９
５

６（
昭
和
31
）年
12
月
に
閉
山
し
た
。

●
高
陽
炭
鉱（
山
田
字
恋
ノ
田
）

　

最
初
の
操
業
は
、
１
９
１
４（
大
正

３
）年
か
ら
の
３
年
間
の
み
と
な
っ
て

い
た
が
、
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
に
福

岡
鉱
業
株
式
会
社
が
買
い
取
り
、
翌
年

に
操
業
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
操
業
開
始
は
、
日
中
戦
争
の
開

戦
に
よ
り
石
炭
の
増
産
が
求
め
ら
れ
た

時
期
と
重
な
る
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
の

翌
年
に
は
、
高
陽
炭
鉱
と
し
て
は
最
大

の
約
15
万
６
０
０
０
ト
ン
の
出
炭
量
を

記
録
し
て
い
る
。
１
９
４
３（
昭
和
18
）

年
当
時
の
月
平
均
一
人
当
り
の
出
炭
高

は
７
・
７
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
終
戦
後

の
１
９
４
８（
昭
和
23
）年
に
は
約
半
分

の
３
・
６
ト
ン
に
減
少
し
て
い
る
。
坑

口
は
、
高
陽
地
区
に
１
坑
と
２
坑
が
、

西
山
田
地
区
に
３
坑
が
あ
っ
た
。

　
１
９
５
６（
昭
和
31
）年
に
は
、
ガ
ス

爆
発
の
事
故
が
発
生
し
、
死
者
７
人
、

重
傷
者
５
人
が
出
て
い
る
。

　
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
に
、
石
炭
鉱

業
合
理
化
事
業
団
と
売
買
契
約
が
成
立

し
、
20
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

【
昭
和
期
に
操
業
し
た
そ
の
他
の
炭
鉱
】

※　
宝
炭
鉱（
戸
切
字
河
内
）と
同
系

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
石
田　
健
次

岡
垣
の
炭
鉱
③

　
　
　
―  
昭
和
期
の
炭
鉱 

―

宝
炭
鉱（
※
）

野
間
炭
鉱

遠
賀
炭
鉱

山
田
炭
鉱

新
海
老
津
炭
鉱

昭
和
炭
鉱

岸
元
炭
鉱

宝
炭
鉱

竜
王
炭
鉱
炭
鉱
名

海
老
津
字
小
豆

野
間
字
大
日
焼

山
田
字
古
鍋
田

山
田
字
地
蔵
面

戸
切
戸
切
字
白
谷

戸
切
字
岸
元

戸
切
字
河
内

戸
切
字
白
谷

所
在
地

▲高陽炭鉱ボタ山
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